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	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、二重特異性タンパク質キナーゼファミリーに属し、マイトジェン活性化タンパク質（MAP）キナーゼキナーゼとして機能します。MAPキナーゼは細胞外シグナル制御キナーゼ（ERK）としても知られ、複数の生化学的シグナルの統合点として機能します。このタンパク質キナーゼはMAPキナーゼの上流に位置し、細胞外および細胞内の様々なシグナルに応じてMAPキナーゼの酵素活性を刺激します。MAPキナーゼシグナル伝達経路の必須構成要素として、このキナーゼは増殖、分化、転写制御、発達など、多くの細胞プロセスに関与しています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MEK1/2ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

